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結果と考察
１．その子らしい表現が生まれるプロセス
　８つのプロセスのパターンから，その子らしい表現に必要な要素として，「生活の
経験」「環境」「材料」が考えられる。その背景にある心が動かされる豊かな「生活の
経験」を持っていることで，子どもは制作時に印象の強い場面や，その時の気持ちを
思い出すことができる。そして制作時における「環境」には人的環境（保育者と友
達）と物的環境（材料など保育環境にあるすべての物）があり，環境と関わることで
イメージが湧いたり，最初のイメージが変容し新たな形となって表れたりすることが
ある。特に物的環境に含まれる「材料」は，それ自体を造形に使うことができ，子ど
もが材料と関わることで行為がうまれ，造形表現へとつながる思いやイメージをうみ
だす。これら要因が関わり合うことで，その子だけのイメージをうみだし，独自の色
や形で表される。
２．造形表現が始まるきっかけ
　造形表現のきっかけは，「制作経験との関わり」「環境」「新たなできごと」の３つ
に大きく分けられる。「制作経験との関わり」は，過去に経験した制作の継続や発展
だけでなく，逆につくったことのないものだからこそつくってみたいという思いから
制作が始まることもある。「環境」の中には人的環境と物的環境が含まれており，人
的環境は周りにいる子どもや大人との関わり，物的環境は素材や身の回りにあるすべ
ての物を示す。物的環境の「メディア」には音，文章，映像など多様な情報が含まれ
ており，子どもの造形表現への意欲をかきたてる刺激になりやすいと考えられる。ま
た「新たなできごと」は，子どもがそれまで経験してこなかったような衝撃的・感動
的な体験であり，子どもが「表現したい」と強く感じるものと考えられる。
３．制作プロセスにおける保育者の援助
○イメージのひきだし，具体化
　イメージを持っていてもそれをうまく色や形として表現できない場合に，保育者が
対話や助言によって援助する。
○イメージの広がりや変容を促す言葉や対話
　子どもは制作を始める時からしっかりとしたイメージを持たない場合がある。ま
た，子どもは今まで持っていたイメージを様々な要因によって変容させることで，そ
の子の中で新たな意味を構築し，よりその子らしい表現をうみだしていくことがあ
る。そのため，保育者の言葉や保育者との対話によりイメージを広げたり変容させた
りしていくことは，その子らしい表現がうまれる過程で大切である。
○素材，道具，技術の提案と提供
　子どもが自分の表現したいことを表現するためには，そのための技術の知識や道
具，材料が必要であり，それがあることによって，より表現がその子らしくなってい
くと言えるだろう。子どもが造形表現をしたいと思った時に，表現したいと思ったこ
とが表現できるような材料，道具や技術を提案，提供することは，保育者の重要な援
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助といえる。
○本や映像など，表現するうえで子どもが必要とする情報の提供
　本や映像は，「～を描くために，よく観察したい」など，子どもが必要とする場合
もあれば，「～をつくるのであれば，図鑑を見ることが有効だろう」と保育者が考え
る場合もある。イメージを広げたり，具体化させたりするうえで，視覚的な情報が必
要とされることがある。
　以上４点の援助をする際の前提として，「見守る」援助が必要となる。見守る援助
は，その子らしさを引き出す保育者の援助項目の１つとして独立するものではなく，
４点の援助をするための基盤であり，見守りなくして適切な援助を提供することは難
しい。そして見守ることは放任することではない。子どもの思いや表現を受け止め，
子どもに任せてみて，援助が必要になったと思われる時にはいつでも援助できるよう
に見守ることが必要となる。
おわりに
　その子らしい造形表現が生み出されるプロセス，造形表現の始まるきっかけ，造形
表現活動での保育者の援助の中の細かい要素は，主に筆者が収集した事例から考えた
ため，すべての要素を出せていない可能性がある。また，事例の多くが担任の保育者
のポートフォリオによるものであり，子どもと保育者の細かい言動を取ることにおい
て十分であるとは言えない。そのため，今後は子どもの姿を追い，時間ごとの言動を
記録し，さらに多くの事例から，より的確な要素を検討してみたい。また子ども相互
の関わりは子どもの造形表現活動において大きな影響を与えるものである。そこで，
子どもの共同性を支えるためにはどのような保育者の配慮や援助が必要なのかについ
てさらに研究していきたい。
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